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【概 要】

本研究では、最新の生命科学の技術、およびコンピューター画像技術を駆使して、骨

再生技術の革新的進歩をもたらし、骨損傷や骨欠損を効果的かつ低侵襲に修復する技術

を確立して臨床利用することを目的としている。骨折修復過程で見られるように、骨に

は弱いながらも再生能力がある。その再生能力を担う分子が骨形成蛋白（ＢＭＰ）であ

る。したがって遺伝子組み換えによって合成したＢＭＰを効果的に利用すれば骨再生能

力を飛躍的に高める技術を開発できる可能性がある。その実現には局所的にＢＭＰを作

用させるための特殊な薬物伝達系（ＤＤＳ）と形成されるべき骨の大きさと形態の制御

のための足場となる生体材料（scaffold）が必要である。ＢＭＰの臨床利用に向けた研究

は国際的に行われているが多くはＤＤＳに牛由来のコラーゲンを用いている。しかし、

コラーゲンについてはＢＳＥ感染などの問題があり、より安全なＢＭＰのＤＤＳが求め

られている。我々はすでにＢＭＰのＤＤＳに必須なコラーゲンに代わる合成ポリマーを

開発しており、これを骨欠損の形態に合致させる技術によって効果的に骨欠損が修復で

きるシステムを構築しつつある。また患者の骨欠損の形態は千差万別であるので個々の

欠損の形態に合致した scaffold の作成も必要である。そのために手術前に 3 次元ＣＴ画

像デ－タを作り、それを用いて 3 次元切削装置によって欠損部分に相当するインプラン

トを作成しその表面にＢＭＰのＤＤＳを複合させて手術によって設置するシステムを構

築する。

【期待される成果】

現在では骨折の癒合不全や骨欠損の治療には自家骨移植が行われることが多い。自家

骨移植は局所的な骨形成促進活性があり、有効であるが、それに伴う欠点も多い。例え

ば、移植骨材の採取のための新たな手術が必要であること。さらに骨採取部の変形、慢

性疼痛、知覚低下。採取部と採取骨量の限定。力学的強度不足。などである。その結果、

骨移植によって治癒できる欠損の大きさには限界がある。また血管柄付骨移植も有効な

方法であるが、それには熟練した技術が必要であることや、長い手術時間を要するなど

の欠点がある。ＢＭＰを用いた骨再生技術ができれば骨移植は不要となり、簡便かつ安

全に骨再生が可能となるであろう。
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